
栄養管理支援ソフトの開発と
運用後の課題と理想
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目的

当院では２０１７年６月よりデータの自動入力化と視覚化

を目的として栄養管理を支援するためのソフト（以下栄養

ソフト）を開発し、運用を行ってきた。開発・運用を行っ

てきた上で課題と理想について検討を行う。
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当院でのon-line HDF治療条件の現況
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血液データの
貼付・転記

ソフト導入以前の栄養指導の流れ

データ確認

コメント記載データ確認

看護師 ８名
（非常勤含む）

管理栄養士
非常勤１名

( 月１回栄養指導)

栄養指導
ファイル

栄養指導作業時間
48.3 ±19.5 ( 分)

患者指導

コメント記載
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ソフトのコンセプト設計

ソフト
設計
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運用開始までの時系列

ḱ

ソフト製作期間 ソフト調整期間

6月2017 年1月 4月 5月1~3 月
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ソフト使用画面
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ソフト使用画面
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ソフト使用画面

西條太郎
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ソフト使用画面
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ソフト導入前 ソフト導入後
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導入前後でのコストの比較

導入前との比較
年間88,957 円コストカット
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ソフトの改善点と理想
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まとめ

ソフトを導入することで煩雑な作業がなくなり、１ヶ月で看護

師一人あたり平均２３分、全体で約１８７分の業務効率の上昇

となった。

血液データの視覚化により、患者の血液データの時系列確認が

容易になった。

患者指導の際に患者自身のデータのグラフを用いることで、栄

養指導の補助を行うことができた。

他システムとの連動やAccessでの開発もしくは併用により

ソフトの完成度の上昇が見込まれる。
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結語

栄養管理にソフトを導入することでスタッフの業務効率の

改善に有用であった。

Excel ベースのソフトのため汎用性・カスタマイズ性に優

れている。

他施設でも導入可能なように調整を行っていきたい。
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